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松山河川国道事務所重信川堤防漏水対策の進捗状況（令和8年3月時点）
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【重信川概要】
流域面積 445km2
管理延長 20.5km

砥部町

計画規模による浸水エリア
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漏水対策工事では川側に遮水護岸を設置し、堤防への水の浸透を軽減させると
ともに、居住地側にはドレーン（水抜き）を設置し、堤防に浸透した水を安全に排
水し、土の流出を防止する。

未対策区間 （ 7.8km）

対策済み区間（ 7.0km）
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施工イメージ図 施工状況写真

出合基準地点状況
（平成29年9月18日19時頃）

であい

令和８年３月末時点

【事業概要】
平成29年9月の台風18号により、戦後最高水位となる5.65mを観測。重信川の堤防において、漏水が多数の箇所で発生
し、一部では法すべり等の被害も発生するなど、多くの被害を受けました。このため、重信川では堤防の漏水対策を進め
ています。

2



松山河川国道事務所
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○令和７年６月２１日（土）に、重信川を題材として防災について学習する「まるごと防災体験」を実施。
○重信川での災害のリスク把握、洪水時の情報収集方法などを３Ｄ動画・AR・VRなどで体験学習。
○重信川の現地で水防工法（土のう作り）、スローバッグによる水難事故救助訓練の体験学習を行った。

◆主催者 ：松山防災リーダー育成センター ◆参加機関：愛媛大学、国交省
◆開催日時：令和７年６月２１日(土)１３:００～１５:３０
◆場所 ：松山河川国道事務所 災害対策室階、重信川出合箇所
◆参加人数：小中高生 ３０名程度（一般応募）

○令和７年５月１１日（日）に、松山市新玉地区全町一斉避難訓練の一環で防災情報の収集、水害リスク体験を実施。
○各種防災情報の収集方法、事務所ＨＰで閲覧できる浸水想定区域図の説明。水害リスク３Ｄ動画の体験学習を実施。

◆主催者 ：松山新玉地区自主防災会 ◆参加機関：国交省、松山市
◆開催日時：令和７年５月１１日(日) ９:００～１２:００
◆場所 ：松山市立新玉小学校グランド、体育館
◆参加人数：地域住民 ３００名程度

流域治水を推進させるための流域連携 （防災）
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松山河川国道事務所
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◆開催日時：令和７年６月２４日(火)8:30～11:30
◆場所 ：拝志小学校
◆参加人数：４年生 １１人

○令和７年6月24日（火）に、東温市立拝志小学校４年生を対象にした防災授業に、ゲストティーチャーと
して参加。

○急流河川であること、松山市や松前町等の高さがHWLより低い等といった重信川の特徴や、水害発生
時にどのような機関がどのような役割を持っているのか等について説明した。

学校等における水災害教育の実施
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松山河川国道事務所第２６回 重信川フォーラムの開催

○重信川の自然環境の再生・保全、防災、地域連携について考え、研究、
学習したことを発表する『第26回重信川フォーラムを開催』

○当日は東温市立拝志小学校、松山市立 椿中学校、伊予農業高等学校
松山防災リーダー育成センター、DCM(株)による発表が行われた。発表後
、専門家による基調講演を実施された。

○出席者：学識者、民間団体、国交省、愛媛県、自治体、高校生、中学生、
小学生を含めた約240名が聴講。

日時：令和８年１月２７日（水） 14:00～16:00
場所：砥部町中央公民館（砥部町宮内）
主催：重信川の自然をはぐくむ会

はぐくむ会 会長 挨拶

基調講演

愛媛県立 伊予農業高等学校

松山防災リーダー
育成センター

東温市立 拝志小学校 松山市立 椿中学校

DCM(株)

はぐくむ会 副会長 閉会挨拶感謝状贈呈
質疑応答
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所管課：松山市公営企業局上下水道部下水道整備課浸水対策担当
7



所管課：松山市公営企業局上下水道部下水道整備課浸水対策担当
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●愛媛県の地震被害想定の⾒直し
（令和8年2⽉）

●中小河川ごとの浸水リスク情報の提供
●新たな防災気象情報の運用開始
●啓発部分に「トイレの備え」を追加 等

●７つのエリア別
●土砂災害・洪水など、複数のハザード情報集約
●⼀冊で、⾃宅周辺の災害リスクを確認

【これまでの掲載内容】
■各種ハザードマップ
■災害の基礎知識
■風水害や地震への備え
■避難のポイント
■そろえておきたい防災グッズ
■家庭内備蓄 ◎防災マップはすべての家庭に配布予定

（令和9年3⽉）

令和8年度 総合防災マップの 更新
◆災害時の逃げ遅れゼロを目指し、令和4年3⽉に作成
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その他機能 太陽光発電 ・バッテリー ・外部電源でエアコン稼働

避難所の衛生環境を

■入口が分かれ
⼥性も安⼼して利用

■お子様連れの方
■オストメイト対応が必要な方

確保

多機能型(1台)

２部屋型(2台)

３台配備(R7.10〜)

幅広い方が快適に使える
など
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●令和７年度までは、
松山市に居住または通勤・通学している
防災士を対象に開催

◆防災士のスキル・地域や企業の防災⼒向上
◆防災士の地区を超えた交流創出による連携強化

令和６年度から年間14の講座を 開催

●令和８年度からは、中予圏域の市町に拡⼤!!
（松山市・伊予市・東温市・久万高原町・松前町・砥部町）
⼤規模災害時の
さらなる連携⼒アップにつなげます︕︕

◆松山防災リーダー育成センターと連携して開催
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出前講座による啓発 伊予市

河川氾濫による浸水が想定され
る地域で防災に関する出前講座の
依頼があった際には、浸水想定区
域図を活用した資料を作成し、
・自宅の浸水深の確認
・自宅近くの避難所の確認
・水害に備えてできること
・水害リスクや防災情報の確認
方法

・避難のポイントと注意すべき
箇所

などの説明を行っている。

期待される効果：
・住⺠が“いざ”という時の行動を、普段から考えるきっかけとなる。
・想定した水害規模に対する住⺠の対応⼒が向上する。
・地域の防災⼒の向上が図れる。
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雨水排水施設の長寿命化 伊予市

公共下水道ストックマネジメント計画を策定し、既存施設の⻑寿命化を図る
ことで、内水氾濫に対する安全度の向上・維持を図る。

大谷・梢川・安広ポンプ場
について、令和４年度に実施
設計を行い、令和５年度から
13年度までに、順次、施設の
更新を実施する。

令和８年度実施事業
大谷ポンプ場排水施設改修
・雨水ポンプ設備更新

大谷ポンプ場
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【塩屋排水機場について】
• 松前町塩屋工業団地は、台風や前線の影響等により大雨となった場合、重信川の水位が

上昇し、遊水地から自然排水ができず、工業団地内では路面冠水などがたびたび発生し
ており、降雨終了後も、重信川の水位が低下するまで長時間に及ぶ。

• そのため、浸水対策として「排水機場」の整備を進めており、今年度中の完成を目指し
て事業を実施している。

重信川大規模氾濫に関する減災対策協議会（松前町）

【施設概要】
施設形式：水中ポンプ ３台
ポンプ能力：φ300×１台 φ500×２台

施工状況浸水状況

G

塩屋排水樋門

E

E

E

E

重 信 川

遊水池
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【筒井地区雨水貯留施設について】
• 松前町筒井地区は、台風や前線の影響等により大雨となった場合、湛水防除施設の排水

能力を超える流入が生じ、自然排水ができない時間帯と重なることで、義農遊水池の水
位が上昇し、上流の筒井地区内では浸水がたびたび発生している。

• そのため、浸水対策として「雨水貯留施設」の整備を進めており、今年度末の完成を目
指して事業を実施している。

重信川大規模氾濫に関する減災対策協議会（松前町）

【施設概要】
施設形式：地下箱式
貯留量施：10,042m3

施工状況浸水状況
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重信川大規模氾濫に関する減災対策協議会(愛媛県砥部町)

【雨水排水機場の建設について】
砥部町高尾田（八瀬）地区は、台風や集中豪雨時には、度重なり浸水被害が発生している。これは重信川及び砥部川
の水位上昇に伴い、堤内側の内水排除ができないことが原因であるため、令和元年度に排水ポンプ車を購入し、被害
拡大の防止に努めているものの、根本的な原因の解決に至っていない。そのため、浸水対策について検討した結果、
強制排水するための雨水排水機場が必要であるため、令和６年度より詳細設計に着手し、令和７年度に用地買収、物
件移転が完了した。令和８年度から整備工事に着手する。

【事業概要】

〇敷地面積
A=1,000㎡

〇排水機場処理能力
排水ポンプ Φ800×2台
排水量 3.38㎥/秒
※本町保有の排水ポンプ車1台分
の排水量も含む

※平成29年の台風18
号では高尾田（八瀬）
地区を中心に床上・床
下浸水被害が発生した
（住家被害約100棟）
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